
 

第２回寒河江市新しい中学校づくり準備委員会 議事録  
 

日時 令和 7年 9月 18日（木）19:00～ 

場所 寒河江市文化センター 2階 ホール 

 

事務局 （傍聴要領の確認） 

只今より第２回寒河江市新しい中学校づくり準備委員会を開会いたします。はじめに、

新しい中学校づくり準備委員会の委員長、石山勝巳委員長よりご挨拶を頂戴いたしま

す。 

委員長 皆様こんばんは。今日はお疲れのところを第２回新しい中学校づくり準備委員会にご出

席いただきありがとうございます。 

前回から、約２か月が過ぎ、その間に総務部会、PTA・地域連携部会も開催され、話し

合いが行われました。本日は、主に制服と学校名の募集についてのことが話題になるよ

うです。具体的な話が進むにつれ、新しい中学校像が見えてくるとともに、具体的な課

題もまた見えてくると思われます。私たち委員は各学校の代表の皆さんをはじめ、それ

ぞれの立場でこの委員会に参加しています。それぞれの視点があるからこそ見えてくる

こと、形作れることもあると思います。皆さんの中には、会議が開かれていない期間に

見聞きした情報などをお持ちの方もいらっしゃるかもしれません。そういったこともご

意見を交えてご発言いただければ幸いです。また、今後多くの事項を検討していくわけ

ですが、皆さんにとってこんなことが知りたい、こんな資料が欲しいと思うことがあり

ましたら、事務局に提案や相談してみることもいいかと思います。この委員会は、１つ

の新しい中学校をつくるという夢のある委員会です。新しい中学校をつくろうという皆

さんの意識が高まるほど、この委員会は充実したものになると思います。本日も率直な

ご意見をいただきますようご期待申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 ありがとうございました。 

次に、寒河江市教育委員会 佐藤志津男教育長がご挨拶申し上げます。 

教育長 皆様こんばんは。新しい中学校づくりに準備委員会にご参加いただきまして、本当にあ

りがとうございます。寒河江まつり、神輿の祭典も盛大に行われ、多くの人出で賑わい

大変素晴らしかったと思います。私も市役所神輿の提灯を持って参加しましたが、歩き

ながら、担ぎ手や人の熱気がすごく伝わってきました。そして、寒河江まつりも終わ

り、秋の気配が一層強くなってきたかと思います。 

さて、現在新しい中学校の建築につきましては、設計業者からいろんな案を出していた

だいております。今月中には、その設計業者を決めるべく準備を進めているところで

す。 

本日は、先ほど委員長からありましたように、一ヶ月前の総務部会と PTA・地域連携部

会での検討も経て、制服と学校名の決め方について、ご協議いただきます。どちらも大

変重要な課題だと思いますので、ぜひよろしくご協議いただきますようお願い申し上げ

まして、簡単でございますが、挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願

いいたします。 

事務局 ここからは次第に沿って進めます。委員長に座長をお願いしたいと思います。石山委員

長、よろしくお願いします。 

委員長 暫時の間、座長を務めさせていただきます。皆様のご協力お願いいたします。 

はじめに４報告事項です。8月 19日に行われた第１回 PTA地域連携部会の報告を委員よ

りお願いいたします。 

委員 A 私からは第１回 PTA・地域連携部会について報告させていただきます。 

主にスクールバスと PTA 組織についての話し合いとなりました。内容について報告させ

ていただきます。 

スクールバスの運行については、運行回数について、部活動への参加の有無に関わる運



行時間のパターンについて、積雪の心配がある冬季だけではなく、熱中症の危険性のあ

る夏季について、また、遠い生徒はスクールバスではなく、個別にタクシーの利用につ

いて検討することが話題になりました。 

他にも、生徒の安全を踏まえての運用については、停留所のスペースの確保のための停

留所の除雪について、生徒の乗車の確認について、スクールバスの運行状況を管理する

アプリの導入について。通常の乗車メンバー、夏場のメンバー、冬場のメンバーとなる

と把握も煩雑になるので、年間同じメンバーにすることについて。もしもの時に、添乗

員についてなどのことが検討事項として挙がりました。 

今後、検討していくために必要な情報として、学校から各家庭まで、経路が２キロから

４キロ圏内の生徒数についての情報、めぼしい停留所となりそうな箇所がわかる地図、

バス乗車アプリや IC カードの見積もり、JR 左沢線の利用、バスの台数が多いのでバス

の運行管理者の配置の検討が話題となりました。 

次に、PTA 組織についてです。PTA 組織については、昨今県外では、PTA 組織を廃止し、

新しい形の PTA 活動もあるようですが、寒河江市の新しい中学校では、PTA 組織は、あ

ったほうが良いというご意見が多かったです。PTA 組織を編成する際には、他校の統合

時の PTA 組織の例など情報としてあるといいとのこと。小学校区の代議員制度みたいな

PTA にしてはどうかという案もありました。また、1000 人規模の PTA 総会はどうやって

運営するのか、1000 人規模の中学校を経験している人は、かなり少ないと思うので、ど

ういった形になるかは今後も話し合いながら進めていく必要があるということになりま

した。 

以上で報告を終わります。 

委員長 ありがとうございます。 

続いて、第１回総務部会について、委員より報告をお願いいたします。 

委員 B ８月 19日に行われた第１回総務部会での話し合いの内容について報告します。スケジ

ュール、校名の選定方法、制服についての勉強会、制服について検討しました。 

総務部会での話し合いの内容については、本日の準備委員会の中の協議題に関わること

が多いので、詳細は事務局から本日の協議の提案で話があるようです。私からは概要に

ついてお話しさせていただきます。 

校名の選定方法については、選定基準、選定手順、募集対象等について話し合いまし

た。次に、校名アンケート用紙についても、選定基準等を反映させたものに変更すると

しました。その後、制服勉強会を行いました。株式会社丸俊さんからご説明いただきま

した。学校の統合に関係なく、全国的に制服を変える学校が増えてきているというこ

と。時代に対応した制服が望まれ始めているということ。ジェンダーフリーということ

だけでなく、女子のスラックスも一般的になっていること。昔よりも、生地も素材も進

化していることなどをご説明いただきました。次に制服導入時期について話し合いまし

た。時期については、総務部会の方向性としては、中学校の統合時に在籍する全ての生

徒が同じ制服を着ている状態になるよう、令和９年度からの着用ではどうかという方向

性を出しました。これは、あくまでも部会での方向性です。 

続いて、制服を検討するための事前調査の位置づけで、児童、保護者、教職員を対象と

した制服に係る検討のためのアンケート調査について話し合い、８月 25日から９月８

日まで行いました。本日その結果は、事務局から示されます。 

最後に、制服を決めるための業者選定プレゼンテーションについて話し合い、９月 25

日の第２回総務部会で行うこととなりました。 

以上概要をお話しさせていただきました。 

委員長 それぞれの報告については、委員の皆様には、ご承知おきいただければと思います。特

に総務部会での話し合いの内容は、本日の議題にも関連しますので、よろしくお願いし

ます。 

次に、５に移ります。制服に係る情報提供について、事務局よりお願いいたします。 

事務局 ～制服についての説明～ 

委員長 ありがとうございました。この後、協議が控えてますけれども、ここでもし質問があれ



ば、お伺いいたします。 

それでは協議に移ります。協議第１号、制服着用時期について、事務局よりお願いいた

します。 

事務局 ～提案についての説明～ 

委員長 案①と案②、また、その他の案もございましたら、ご意見があればお願いいたします。 

この準備委員会で、制服の着用時期については、決めていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。アンケートにも様々な意見がありますけども、いかがでし

ょうか。 

委員 C 業者選考の時に価格やデザインでは選ばないとありますが、これから中学校のものを準

備する時に、全部でどのぐらいかかるのか、今想定できない状態です。現段階で中学生

のお子さんがいる方とお話させてもらうと、すごく金額的に準備が大変だということで

した。今から、物価高などが、安定してくるのかもわからない状態で、制服等を準備す

るにあたり、大まかな金額がわかると準備しやすく助かるということを聞くので、何も

なく業者を選ぶのではなく、価格などそういう基準はあってほしいと思います。 

委員長 これは、着用時期の話と違いますが、価格の面では、選定の時は何か情報が出ていませ

んでしたか。 

事務局 価格の面につきましては、まだ具体的なところはお示ししていません。今度、業者が持

ってくるサンプルは、３万５千円から４万円で作ってほしいと示したところです。先ほ

ど申し上げましたが、どのような制服を作るかによって価格には幅があるものですか

ら、価格帯がどのくらいということは、業者などによって、まちまちだというところが

正確なところです。また、制服全体と言いましても、共通で購入するものが、例えばワ

イシャツとか靴下、ベルトとか、それをどういうふうにオプションでつけていくかによ

って変わってきます。 

委員 C この価格についての大体の幅さえ分かればいいので、大体４万円位で依頼をしていると

いうことですので、その基準が分かれば大丈夫です。 

事務局 ブレザーでいうと３万円から４万円ほどです。これまでの情報から見ると、そのような

価格ですがもう少し情報を集めてみます。 

委員 C ありがとうございます。 

委員長 それでは、着用時期についてはいかがでしょうか。 

委員 D アンケートを見ると、保護者の意見は半々ですけど、児童では圧倒的に案①、教職員、

先生方の意見も案①となっています。総務部会での話し合いの内容も令和 9年 4月から

の着用がいいという意見が多いようなので、案①が個人的にはいいと思っています。 

委員長 ありがとうございました。 

具体的にイメージしていただきたいのですが、案①の場合ですと、今の３つの中学校

に、新１年生だけが新しい制服を着る年が生まれます。だけど、その１年生というの

は、３つの中学校の各エリアを網羅している新しい中学校の制服と今の学校の制服で過

ごすことになるのですが、案②の場合だと、新しい中学校に入ってから、三つのそれぞ

れのもともとの中学校の学区の制服を着ることになります。つまり、教室に３種類のセ

ーラー服が入ることになります。例えば所属感とか、新しい中学校に入った時に、自分

たちが、もともといた中学校で一緒になっているというような感覚が生まれてしまうか

もしれないと想像してしまうのですが、いかがでしょうか。 

委員 E 私も先ほど委員さんがおっしゃったみたいに、私の中ではなんとなく案①が有効かなと

思っています。今、委員長がおっしゃったみたいに、入学した１年生とかだけその制服

が統一されてる。でも、初めて統合になったその年の卒業生の制服にばらつきがある状

態で卒業式を迎えるという風に考えると、すごく、イメージがわかないなと個人的に思

うところがあります。やっぱり、制服も先ほど 4万いくらという話で、今の制服は、全

部買った時に大体 3万ぐらいかかったなと思っており、やはりブレザー的な感じだと少

しお値段が高くなるんだなというイメージもあります。でも、やっぱりおさがりがきく

かきかないかと考えると、もう今の制服のおさがりは難しくなってくると思うので、一

番最初に中学校に生徒が入った時に、統一感があった方がいいのかなと思います。例え



ば、１年生、２年生がその３年生になった時に、その今の５年生がその新しい制服を着

てくるっていうふうになったとしても、３年生、２年生は統一されている制服で各学校

を過ごしていると思うので、なんとなく案①の方がいいのかなと個人的な意見でした。 

委員長 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

案①の意見で今話が進んでいるところなんですけれども。 

委員 F 一つ確認していただきたいのですが、アンケートの意見で結構、経済的負担っていう部

分が多い意見であるなと目につきました。補助金であったり、そういった補助を出して

ほしいということかと思いますが、そこは可能なのか。新しい制服というと、おさがり

がないために、結構負担する家庭があり、おさがりがある家庭なんかだと、経済的な補

助ができるんですけども、まったく新しいもの全部揃えると、みんな新しいものを買わ

なくちゃいけないっていうスタート地点になるので、その部分、何かこう予算化できる

のか、できないのかお伺いしたい。 

事務局 そこについては持ち帰って確認して。次回にご返答申し上げます。 

委員長 ありがとうございます。それでは、もし今決められれば、案①か案②どちらがいいかと

いうことで、進めていけますので、今出ている意見の内容でよろしいでしょうか。で

は、案①で進めて、いければと思いますので、よろしくお願いします。 

委員 G 協議だから決を取ったらいかがですか。 

委員長 そうですね。それでは、案①と思う方は挙手をお願いします。 

 ～全員～ 

委員長 全員ですね。どうもありがとうございました。 

では、次に移りたいと思います。協議第２号が２つありますので、最初に新しい制服に

かかる業者の選定等、その後の進め方について、事務局からお願いします。 

事務局 ～説明～ 

委員長 事務局から提案がありました。制服にかかる事項について特に重要なことは、準備委員

会で検討を行うこと。９月 25日に制服業者選考会に準備委員会委員が参加すること。

10月 15日に新規に第３回準備委員会を行い、業者を選定すること。以上のことについ

てですけども、ご意見がありますでしょうか。質問でも結構です。 

委員 H 今の話だと、９月 25日の臨時の準備委員会と 10月 15日の準備委員会についてのとこ

ろだけの質問はだめですか。 

委員長 大丈夫ですので、どうぞ。 

委員 H 12月中旬にアンケート調査ということで、実物を提示してアンケート調査を行うと、こ

こに記載がありますが、これはどうやって行うのですか。 

事務局 場所は未定ですが、例えば、ステージに制服サンプルを並べ、そこに番号を１～５とい

うように振って、それで、Formsか何かを使い、投票のフォームを作りまして、私は１

番の制服がいい、２番の制服がいいというように投票してもらいます。実物を触れるよ

うな形式にしますので、写真だけで判断というようなことはしません。ただ、難しさと

しては、それをずっと置いておかなければいけないので、場所の選考については、検討

してきますが、イメージとしては実物を実際に触ってみてもらって、投票するという流

れです。 

委員 H わかりました。じゃあ、結構すごく混雑するだろうなと思います。大変だと思います

が、それができればすごいことだなと思います。以上です。 

委員長 他にございますでしょうか。それでは。協議第２号の①については、事務局提案の通り

としてよろしいでしょうか。協議第２号①は、提案の通りとします。関連して協議第２

号②があります。事務局よりお願いします。 

事務局 ～説明～ 

委員長 今の事務局の提案について、業者選考会の流れと、それから採点の仕方がありましたけ

れども、皆様からご意見がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。こ

ちらの順位とか点数は業者さんには知らされるのですか。 

事務局 結果につきましては、４ページをご覧ください。まず委員長からありましたように、今

の点数については開示しませんので、４ページの６のその他のところ、⑤選考結果の問



い合わせについては一切受け付けませんというように業者にはお知らせしてます。ま

た、結果については、決まり次第、文章で通知するという形をとっています。 

委員長 私たちが分かるのは後日ですか。 

事務局 15日の時点で、皆様に点数をお示しし、皆様で決めていただくというように思ってま

す。 

委員長 ご意見等ございますか。 

委員 I すみません。細かいことで申し訳ないですけど、６ページの採点表のところをみており

ます。具体的に自分なりに点数をつけるとすると、どうなるかなんてイメージしながら

見ていたんですけども、その中の縫製技術のところで、いわゆる伸縮性と、縫製技術も

素材もあるのかなと思うのですが、これ中学生にとって、とても大事な要素になってく

るのかなと思っています。先ほどいただいたこの資料の中を見ると、その伸縮性もある

んですけども、それと同時に型崩れしないような、副資材なんというものもとても大事

なことで、この２つで１項目でもいいのかな。そして、その他にやっぱり保護者の方が

一番気になる、いわゆる成長への対応というのも、とても大事なことだと思うので、こ

れも１つ項目として分けてもらったほうが採点しやすいのかなと思っています。もし 50

点満点にしたいのならばあれですが、例えば、企業力などは、私たちではわかりづらい

ので、その辺をどうやってするとか、いろんな形で工夫していただければと思ったとこ

ろです。細かいところで申し訳ございません。 

委員長 ６ページの採点表に関することですので、項目を合わせたりとか、ご検討いただければ

と思いますのでよろしくお願いします。他にございますでしょうか。 

委員 J 企業というか、メーカーさんの方に出している４ページの資料で、企画書の中に、一応

こういう会社の概要とか、提案コンセプトとか、いろいろこう含めてくださいというこ

とであるんですけど、これが必ずこの６ページの評価のポイントが本当に含まれている

のかということが大丈夫なのかという点です。要はその説明を聞いた時に、その評価、

このポイントのところがその説明に入っていなくて、どういうふうに判断したらいいか

わからないというようなことが、起きないかどうかというところを教えていただければ

と思います。 

事務局 ご指摘ありがとうございます。その点について、私も気にしていたところがありまし

て、本日これが決まりましたら、こういった項目で、このように採点しますよというこ

とを企業・業者の方にはお示ししていきたいと考えております。ただ委員からありまし

たことについて加える必要もあると思いますので、できるだけ早く、業者の方は説明資

料をもう作っていると思いますので、なるべく早くなんとかしていきたいと考えており

ます。 

委員長 よろしくお願いいたします。その他ございますか。それでは②については、変更の内容

も加えまして、提案通りといたします。 

次に、協議第３号。新しい中学校の校名の選定方法について、事務局よりお願いいたし

ます。 

事務局 ～説明～ 

委員長 ただいま事務局から説明がありました。協議第３号の募集用紙についてになりますが、

ご意見はありますでしょうか。質問等でも結構です。では、この内容で進めていくとい

うことでよろしいですか。 

協議第 3号は、このように進めていくことにしたいと思います。以上で、本日の協議に

ついては、終了します。 

事務局 ご審議大変ありがとうございました。委員長ありがとうございました。 

 

～連絡事項の説明～ 

 

事務局からは以上となります。他皆様の中で何か、お持ちの方いらっしゃいますか。で

は、どうぞよろしく。お願いいたします。 

委員 K この会議に臨むにあたって、三つの考え方で臨んでいます。一つは子どもたちが楽しく



勉強しやすいこと、二つ目は先生たちが働きやすい環境であること、三つ目は保護者の

皆さんが安心して子どもたちを任せられる学校であること。その観点でお話を聞いてい

ます。その中で二番目の先生方の働く環境について質問したいと思います。今年 8月に

北海道のエスコンフィールドの視察に行ってきました。バックヤードも詳細に拝見させ

て頂き、感動してきました。練習環境だけでなく、ミーティングルームなども、十分な

広さと長時間座っていても疲れない椅子があり、ゆったりとして話しやすい環境、さら

に ITを駆使して全ての情報を共有できるシステムがあり、大変すばらしいものでし

た。これならばいろんな問題、対策なども共有できるし、何よりも皆のモチベーション

が上がり、黙っていても強くなるだろうなと思いました。もしこんな設備が学校にあっ

たら、いろんな問題も共有できるだろうし、起きにくいし、起きても解決しやすいだろ

うとその時思いました。 

今回、寒河江市に新しい学校をつくることは、またと無いチャンスだと思います。子ど

もたちにとっては勿論、先生たちにとっても、最高の働きやすい環境を整えてほしいと

思います。今は、科学の時代です。デジタル化も充分に活用し全国のモデルになり、皆

が羨ましがるような学校をつくってほしいと思います。そうすることで働く先生たちの

モチベーションが上がれば、それにまさる教育システムはないと思います。そして、そ

れは子どもたちにとっても最高に嬉しいことです。そのことについては、教育委員会で

もすでに検討されていると思いますが、考え方がまとまった段階でできるだけ早い時期

に方針を示してほしいと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

教育長 どうもありがとうございます。本当にその通りだと私も常に思っております。私は、校

長の時の目指す学校像として、「生徒も教職員も主役の学校づくり」を掲げていまし

た。やっぱり今おっしゃられたように、先生方が生き生きと働く、働きやすいというこ

とは、それは即、子どもたちの力を伸ばすことにつながるというふうにずっと思ってお

ります。今、強くこういい学校を創るよう応援いただいたと思います。先ほど申し上げ

ましたように、現在業者から、設計の原案を出してもらってる状況です。今後具体的な

イメージといいますか、イラスト図なんかも含めて、お示ししてご意見いただきたいと

思いますし、基本的には、子どもたちや先生方からも意見、それから市民の皆様から

も、ワークショップみたいな形で、意見をもらって、より良いものにしていきたいと考

えています。どうもありがとうございます。 

事務局 他に、何かお持ちの方いらっしゃいますか。 

委員 L 細かい話で大変申し訳ないんですけど。12ページの応募用紙なんですけれども、これ、

例えば学区外通学の方もいらっしゃると思いますので、現住所の小学校、現住所または

通学の小学校区に印をつけてください。というような形の応募用紙だといいのかなと思

っております。すみません、細かい話です。 

事務局 ありがとうございます。大事な視点ですので、そこは盛り込みたいと思います。何かお

気づきの点あれば、どうぞこの場でおっしゃっていただければ。 

委員 N 私がちゃんと理解してないので、あれですけど、先ほどの中学校の設計が来てから、お

話をして、いろいろ意見をいただいてっていうふうなことで決めていくということなん

ですけど、この間見せていただいた資料の中の設計図というか、あれで別に決定ではな

くて、もう今から全然こう形としては、これから変更はしていくっていうふうな認識で

大丈夫ですか。 

教育長 これは基本計画で、まずはこういうふうな形でということで、業者の方で出していま

す。この形プラス、例えばこういう教室をとか、こういう教室は何教室とか、いろいろ

オーダーを出して、それで、実際に設計する業者が、こういう方がいいと提案します。

例えば私は、各中学校を回って、先生方からもご意見聞きましたが、やっぱり教室の位

置であったりとか、職員室の位置であったりとか、例えば、保健室と職員室は近い方が

いいとか、そういったことも含めて、業者に案を出してくださいとしています。もう少

しここを変えたほうがいいんじゃないかとかというようなことは、まだ変更が十分でき

るということでございます。 

委員 N 入り口とか、図で見ると、入り口が一つだったりとかしてたんですけど、変更は可能な



のかというところです。 

教育長 やっぱり入り口が一つだと、例えば災害の時であったりとか心配ですし、そういったと

ころも含めて、今後ご意見いただきながら、もっとこういうふうに入り口を変更したら

いいとかいうところは、入れさせていただきたいとは考えております。 

事務局 それでは、長時間にわたりご協議いただきまして、ありがとうございました。以上をも

ちまして、第２回新しい中学を作る準備委員会を終わらせていただきます。本日はどう

もありがとうございました。 

 


